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一般国道５３号片側交互通行規制のお知らせ 
～高福歩道工事を行います～ 

 

 

 一般国道５３号の鳥取市河原町高福地内において、歩道設置工事のため、終日の片側交互 

通行規制を行いますのでお知らせします。 

 

通行規制内容 

 

○規制箇所  一般国道５３号 鳥取市河原町高福地内 

○規制内容   片側交互通行 (終日)  

○規制期間   平成２２年１０月２６日(火)～１２月１７日(金) (予定)  

        平成２３年 １月１１日(火)～ １月３１日(月) (予定)  

        ※１２月１８日(土)～１月３日(月)は、年末年始の交通量増加による混雑 

が予想されるため、車線規制を伴う路上工事を抑制しています。 

○工事内容  歩道の新設 

                         ※詳細は別紙チラシのとおり 

 

（参考）高福歩道について 

  一般国道５３号鳥取市河原町高福地内は、急峻な山地と千代川に国道が挟まれており、 

歩道のない区間であったため、歩行者の安全が確保されていませんでした。そのため、川 

側に歩道を新設することにより歩行者の安全を確保します。 

 ※詳細は別紙【参考資料】のとおり 

                                             

 

問い合わせ先 

国土交通省 中国地方整備局 鳥取河川国道事務所 

ＴＥＬ ０８５７－２２－８４３５（代表） 

        副所長（道路）   角田
か く だ

 真一
しんいち

 

 【工事担当】 道路管理第二課長  田中
た な か

 弘司
こ う じ

 

 【広報担当】 調査設計課長    姫村
ひめむら

 幸造
こうぞう

 

鳥取河川国道事務所ホームページアドレス 

http://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/ 

                                              

http://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/


区 間 鳥取県鳥取市河原町高福地内

期　　　間 時　間　帯 規 制 区 間

　平成22年10月26日（火）

　　　～　12月17日（金）予定
終日 片側交互通行規制

　平成23年 1月11日（火）

　　　～ 　1月31日（月）予定

単管バリケード

一　般　国 道 ５３　号
片側交互通行規制（終日）

利用者の皆様へ

　お知らせとお願い
　国道５３号では歩道の設置工事を行っており、
河原町高福地内で下記のとおり片側交互通行規制
を終日で行います。
ご迷惑をおかけしますがご協力よろしくお願いし
ます。
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たかふくたかふく

当該箇所は、一般国道５３号鳥取市河原町高福に位置しており、
千代川と山地に５３号が挟まれており歩道のない区間です。

道路幅員も狭く、通行が危険な箇所でもあるため、歩行者・自
転車は遠回りとなる対岸の町道を利用しています。

本事業は、下り車線側に歩道の新設を行い、安全・安心な歩行
空間の確保を図るものです。
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のり面に構造物を用いて
歩道幅員を確保。

・ 歩行者の安全が確保されます。

歩道新設

両側に歩道がない現況
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両側に歩道がない。
歩行者は路肩を歩くため
危険が生じている。

【参 考 資 料】
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